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Digital Inclusion: 中国・印度そしてアジア	
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インターネットの太平洋	





「５G」リパブリック	



Geographic Coverage	

Digital Inclusion 	



Ø LTE Geographic Covorage 
  - 60% 
 

Ø Limit of Terrestrial Networks 
  - Business Continuity 
  - IoT and Drone requiement 
 
 

Even LTE Residence Coverage is 99+%,�
�

LTE Geo Coverage is Low as 60%�

×�
Non Residential Area 

LET Cover Area 



 “ FAB is for Everyone                     
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 “ FAB is for Everyone                     

https://techcrunch.com/2021/01/15/oneweb-picks-up-1-4b-more-from-softbank-and-hughes-to-help-fund-its-first-satellite-fleet/	



https://techcrunch.com/2021/01/15/oneweb-picks-up-1-4b-more-from-softbank-and-hughes-to-help-fund-its-first-satellite-fleet/	

https://www.telegraph.co.uk/technology/2021/01/31/shake-uks-space-plans-oneweb-row/	



https://www.cnbc.com/2021/01/28/spacex-plans-next-generation-starlink-satellites-with-1000-launched.html	



https://spacewatch.global/2020/10/china-pushes-ahead-with-giant-broadband-satellite-constellation/	

https://www.space.com/china-launches-tiantong-1-03-communications-satellite	



 “ FAB is for Everyone                     





REN: 学術研究ネットワークの力	



www.geant.org	www.geant.org	

European	Connection	
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“Reference	topology”	–	presence	in	
major	nodes/cable	landing	stations	



www.geant.org	

Collaborating	with	other	world	regions	
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Asia Pacific Ring 

Tokyo HongKong 

Singapore 

Seattle 

Los Angeles 

Asia Pacific Ring�
100G R&E Network Links�

SINET5ロゴ（カラー）

【カラー基本形】
背景色が白もしくは淡色の場合に使用します。 できる限りこの形でのご使用を推奨いたします。

【カラー応用形】
背景色が濃色の場合に使用します。 白フチもしくは白グローからお選びいただけます。
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26	Partners	
11	Countries	
6	time	zones	

Sharing	
Lectures	and		
Workshops	
Among	Universities	



*	EDUCATION	*		
Educational	Programs	for	Global	Issues	

*	APPLICATION	*	
Lecture	Sharing	Platform	

*	COMMUNITY	*	
Sharing	Experience	and	Ideas	

*	OPERATION	*	
Network	Operation	and	Training	

*	NETWORK	*	
Network	Development	
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•  Boosting Global Research and Education 

•  Northern Development and Resilience 

•  Data Economy stimulating European Recovery 

•  Digital Sovereignty for Europe 

Enabling Global Terabit  
Connectivity for Research,  
Development, Innovation &  
Education through the Arctic 

Arctic  
Connect  

R&E 



2 

Arctic Connect R&E will be a strategic investment into fundamental digital 
infrastructure  that will support and advance regional development of the Nordics and 
Northern Europe.  Additionally, it will connect all of the European R&E networks and 
thus support European  RDI & Education sectors and European recovery. 

The Arctic Connect Subsea Cable System, on which Arctic Connect R&E will be  
implemented, will be the first cable system between these continents taking this 
shorter  route through the Arctic. Europe will play a major role in the Arctic Connect 
Subsea Cable  System project and therefore the project strengthens European digital 
sovereignty. Arctic  Connect R&E will be among the first intercontinental fiber pairs in 
history owned and  managed by the research and education communities, which will 
bring great benefits in  terms of cost, bandwidth, latency, and resilience. 

Arctic Connect Subsea Cable System on AuthaGraph 
Image kindly provided by Prof. Hajime Narukawa (Keio 
University),  more information at: 
http://www.authagraph.com/top/?lang=en 

Executive Summary 
Arctic Connect R&E is a Northern European initiative to acquire a dedicated fiber 
pair  through the Arctic, bringing Research, Development and Innovation (RDI) and 
Education  sectors substantially better connectivity between Europe and Asia and 
North America. 

The RDI & Education sectors are facing a data explosion, which means a rapidly 
increasing  demand for efficient data infrastructures. In addition to addressing the 
increased capacity  need of existing intercontinental collaborations, Arctic Connect 
R & E  w i l l  s p u r  n e w  i n n o v a t i v e  
col laborat ionmodelsandsupport therapiddigi tal t ransformationinthe RDI& 
Educationfields. 





デジタル政策	



2021年	
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¨  基本法 
¨  設置法	



デジタル社会の形成が、我が国の国際競争力の強化及び国民の利便性の向上に資するとともに、急速な少子高齢化の進展への
対応 その他の我が国が直面する課題を解決する上で極めて重要であることに鑑み、デジタル社会の形成に関する施策を迅速かつ
重点的に推 進し、もって我が国経済の持続的かつ健全な発展と国民の幸福な生活の実現に寄与するため、デジタル社会の形成に
関し、基本理念及 び施策の策定に係る基本方針、国、地方公共団体及び事業者の責務、デジタル庁の設置並びに重点計画の作
成について定める。 

デジタル社会形成基本法案の概
要 

＜予算関連法案＞�
趣旨 

概要    １．

デジタル社会 
「デジタル社会」を、インターネットその他の高度情報通信ネットワークを通じて自由かつ安全に多様な情報又は知識を世界的
規模で入 手し、共有し、又は発信するとともに、先端的な技術をはじめとする情報通信技術を用いて電磁的記録として記録さ
れた多様かつ大量 の情報を適正かつ効果的に活用することにより、あらゆる分野における創造的かつ活力ある発展が可能とな
る社会と定義する。 

２．基本理念 
デジタル社会の形成に関し、ゆとりと豊かさを実感できる国民生活の実現、国民が安全で安心して暮らせる社会の実現、利用
の機会等 の格差の是正、個人及び法人の権利利益の保護等の基本理念を規定する。 

３．国、地方公共団体及び事業者の責務 
デジタル社会の形成に関し、国、地方公共団体及び事業者の責務等を規定する。 

４．施策の策定に係る基本方針 
デジタル社会の形成に関する施策の策定に当たっては、多様な主体による情報の円滑な流通の確保（データの標準化等）、アクセシ
ビリテ ィの確保、人材の育成、生産性や国民生活の利便性の向上、国民による国及び地方公共団体が保有する情報の活用、公的
基礎情報 データベース（ベース・レジストリ）の整備、サイバーセキュリティの確保、個人情報の保護等のために必要な措置が講じら
れるべき旨を規定 する。 

５．デジタル庁の設置等 
別に法律で定めるところにより内閣にデジタル庁を設置し、政府がデジタル社会の形成に関する重点計画を作成する。 

６．高度情報通信ネットワーク社会形成基本法の廃止等 
高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（IT基本法）を廃止するほか、関係法律の規定の整備を行う。 

７．施行期日 
令和３年９月１日 



デジタル庁設置法案の概
要 

＜予算関連法案＞�
趣旨 

デジタル社会の形成に関する施策を迅速かつ重点的に推進するため、デジタル社会の形成に関する内閣の事務を内閣官房と
共に助け るとともに、デジタル社会の形成に関する行政事務の迅速かつ重点的な遂行を図ることを任務とするデジタル庁を設置
することとし、その 所掌事務及び組織に関する事項を定める。 

概要 
１．内閣にデジタル庁を設置  
２．デジタル庁の所掌事務 

⑴ 内閣補助事務 
・デジタル社会の形成のための施策に関する基本的な方針に関する企画立案・総合調整 

⑵ 分担管理事務 
・デジタル社会の形成に関する重点計画の作成及び推進 
・個人を識別する番号に関する総合的・基本的な政策の企画立案等 
・マイナンバー・マイナンバーカード・法人番号の利用に関すること並びに情報提供ネットワークシステムの設置及び管理 
・情報通信技術を利用した本人確認に関する総合的・基本的な政策の企画立案等 
・商業登記電子証明（情報通信技術を利用した本人確認の観点から行うもの）、電子署名、公的個人認証（検証者に関するこ 

と）、電子委任状に関する事務 
・データの標準化、外部連携機能、公的基礎情報データベース（ベース・レジストリ）に係る総合的・基本的な政策の企画立案等 
・国・地方公共団体・準公共部門の民間事業者の情報システムの整備・管理に関する基本的な方針の作成及び推進 
・国が行う情報システムの整備・管理に関する事業の統括監理、予算の一括計上及び当該事業の全部または一部を自ら執行す
ること 

３．デジタル庁の組織 
⑴ デジタル庁の長及び主任の大臣は内閣総理大臣。 
⑵ 内閣総理大臣を助け、デジタル庁の事務を統括するデジタル大臣を置き、２⑴の事務を円滑に遂行するため、関係行政機関
の長 に対する勧告権等を規定。 

⑶ 副大臣一人及び大臣政務官一人に加え、デジタル大臣に進言等を行い、かつ、庁務を整理し、各部局等の事務を監督する内
閣 
任免の特別職として、デジタル監を置く。 

⑷ 全国務大臣等を議員とする、デジタル社会の形成のための施策の実施の推進等をつかさどるデジタル社会推進会議を設置。 
４．施行期日等 

⑴  施行期日：令和３年９月１日 
⑵  一定期間後の見直し、関係法律の改正について規定。 



Net Zero and Digital Policy	



Black Rock （世界一の投資会社）ラリーフィンクCEO 
「2050年までのネットゼロ計画とデータがないと投資しない」 









情報システムの大改革	



Tokyo Centric	

¨  霞が関完全デジタル化 
¤ ダークファイバーソリューション 

¨  自治体ネットワークの基盤整備 
¤ ファイバーとネットワーク運用 
¤ クラウド	



https://www.datacenterjournal.com/data-centers/japan/ 

# of DC in Japanese Cities 

Tokyo Osaka Fukuoka Nagoya Yokohama 



やらなければいけないこと	
¨  霞ヶ関完全デジタル化 

¤  すべてのネットワーク運用を自前の人材で 
¤  ここがネットワークやシステムオペレーションの聖域 

n  ここからの人材がその実績と経験で日本を変える 

¨  地方行政サービスシステムとの完全連携 
¨  各中央官庁機能の連携・協調・横串体制 

¤  サイバーセキュリティとの完全連携 
¤  データー社会 
¤  技術標準化の体制 
¤  ネットゼロ 
¤  世界との調整	
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やってはいけないこと	
¨  サービスだけに特化 

¤  マイナンバーサービス 
¤  広報サービス 
¤  タックスサービス 
¤  そのほか行政サービス 

¨  都市だけよくなる 
¨  日本だけ：　国際ガラパゴス 
¨  サイバーセキュリティ抜き 
¨  電波とインフラ抜き 
¨  医療と健康抜き 
¨  教育抜き 
¨  金融抜き	

 
 
 
 
 
今までにしばられてやらないこと	

44 



以下、妄想	



北海道でのビジョン  （赤字は特区緑字は政策）	
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¨  北海道を日本デジタル社会化に際し拠点とする 
¨  欧州最短経路として北極ケーブルを上陸させる 
¨  NetZero・グリーン政策の拠点とする 
¨  アメリカ・カナダへの最短経路も確立する 
¨  金融とeSportsや遠隔医療の産業の拠点とする 
¨  UTC+10のタイムゾーンに変更して最初の証券取引所

とする 



北海道具体的にすぐやるべきこと	
47 

¨  石狩、札幌・千歳、苫小牧　「ICTコリドール」を光ファイ
バーで実現する（ガラスの床） 

¨  つまり苫小牧札幌間のファイバーを敷設する 
¨  再生可能エネルギーを利用した分散型のDCをつくる。 
¨  苫小牧、東京（丸山か千倉）の海底ケーブルを敷設する。 
¨  北海道どこかに、国有地のデータセンターで国のセカン

ダリDCを建築する。	


